




学校検尿の普及に伴い小児腎疾患の発見のされ方や医療レベルにのせる疾患内容が随分と

変わって来た。特に検査法の進歩が、対象年齢に応じた疾患に適応したものを選ぶ必要性

を浮き彫りにした。そしてそれらの変化に呼応して目を引くのが管理の長期化に伴う問題

である。つまり、検査・治療・管理の実施にあって必要とされる compliance、informed 

consent、medic-al decision の問題である。特に、予防医学・治療医学にあっては医学判

断学の領域で解決しなければならない問題が山積し始めている。その中でも、患者および

医師の心理的ならびに行動科学的分析や、費用効果/便益/効用分析は今や避けて通れない

テーマとなりつつある。そうした医療/医学環境にあって、受益者のQOL(quality of life)

を多角的視野で把え分析を加えることは極めて意義あるものと思われる。今回の“長期管

理に由来する社会心理問題について”の研究班の構成と各研究テーマは極めて時期を得た

ものであった。 

本年度の各班員の研究は比較的、軽い症状を有する腎疾患の群と、慢性腎不全・治療群で

の症例に対する社会心理面からの検討が行われた。 

前者において、過去 3年間、検討がなされたが到底結論を得るには至っておらず、今後共

討議を重ね学校検尿が今後どのような方向に向かうべきかを明らかにする必要があると考

えている。一方にあって、後者、特に、慢性腎不全の“治療の在り方"についても、各施設

での経験の分析・検討が重ねられたが今後更なる検討の必要性が浮彫りにされた。特に

“compliance、informed consent、medical decision"の在り方が問われる 21 世紀の医療

にあって、小児科領域でのこの方面からの研究は必要不可欠であるばかりか今から始めて

おかなければ取り残される可能性もある。医療新時代に向けて新たな視点、例えば医療学

の立場からの研究が極めて大切と考えている。 

腎臓病に悩む小児の QOL 改善を心から期待して止まない。 


